
AFREL-SR



AFREL-SR 試用版のインストール

1. 下記URLより、AFREL-SR 試用版をダウンロードします。

https://orion.nita.co.jp/afrel-sr/download/ [ AFREL-SRポータルサイト ]

2. [setup.exe] をダブルクリックし、インストーラを起動して、

AFREL-SRをインストールします。

https://orion.nita.co.jp/afrel-sr/download/


解析地域の選択

1. AFREL-SRを起動し、共通データ を開き、解析する地域の

平面直角座標（世界測地系）の系番号を設定します。



解析範囲の設定

1. 共通データ を開き、解析する範囲の端部を

マウスで対角に２点クリックし、解析範囲を矩形で設定します。

メッシュサイズ幅の設定

試用版：25mのみ

製品版：1～99m（縦横別に設定可能）

解析範囲の最大メッシュ数

試用版：40×40=1600

製品版：1000×1000=100万



計算エリアの設定

1. 共通データ を開き、解析範囲内に計算メッシュを設定します。

計算対象とするエリアをマウスでクリックし、囲みます。

計算エリアと解析範囲の間は

１メッシュ以上あけて設定する

設定が完了すると計算エリアが

明るく表示される



解析時間の設定

1. 共通データ を開き、解析時間を設定します。

降雨を入力する時間間隔を

選択します。

解析時間を入力します。

最大120時間まで可能です。

2. 降雨を入力する時間間隔を設定します。



地盤高の設定

１．氾濫原 を開き、 を をクリックします。

２．標高ファイルを読み込み地盤高を設定します。

※ 基盤地図情報「数値標高モデル」を使用する場合は

事前に標高データを入手します。

https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php

[ 基盤地図情報ダウンロードサービス ]

https://fgd.gsi.go.jp/download/menu.php


地盤高の設定

３．入手した標高ファイルを読み込み地盤高を設定します。

設定済みの地盤高を初期化

し、標高データを読み込む

標高データのないメッシュに

対して、補間した値が入る
必要に応じて
チェックを入れる

該当する標高データに自動でチェックが入る

標高ファイルは複数選択し、同時に読み込むこ

とが可能です。 単一のフォルダに入れた状態

で一括選択すると、解析範囲に該当する標高

データが自動で選択されます。



降雨の設定

１．氾濫原 を開き、 を をクリックします。

２．雨量データを入力します。



解析間隔の設定

１．計算 を開きます。

２．出力時間間隔を設定します。

解析実行を行う前に、必ずファイルを保存してください。

解析結果を表示する時間間隔を

設定します。設定した時間間隔毎

の解析結果が確認できます。



解析実行

１．計算 を開き、解析を開始します。



解析結果

１．計算 を開き、解析結果を確認します。

解析結果の表示を切り替える

時間別解析結果の時刻を切り替える



データ出力

解析結果を出力する形式を選択

製品版では解析結果を様々な形式で出力することが可能です。

CAD形式 .sfc 、 .p21

スクリーンショット .bmp 、 .png 、 .jpg 、 .gif

動画 .avi

シェープファイル .shp


